
 

 

 

論点等説明シート 

担 当 局 高等教育局 

事 業 名 次世代のがんプロフェッショナル養成プラン 

論    点    等 

 

・目的を達成する上で、事業の実施方法が効果的なものとなっているか。 

・事業成果検証のために適切なアウトカム、アウトプットは設定されているか。 

・効果検証を強化し、成果に基づく制度運用へ転換すべき。 



2026年度行政事業レビューシート 文部科学省

次世代のがんプロフェッショナル養成プラン

基本情報

組織情報 府省庁 文部科学省

事業所管課室 文部科学省 | 高等教育局 | 医学教育課 | 医学教育係

作成責任者 日比謙一郎

その他担当組織
文部科学省 | 高等教育局 | 医学教育課
文部科学省 | 高等教育局 | 医学教育課 | 薬学教育係

基本情報 予算事業ID 005720 事業開始年度 2023 事業終了（予定）年度 2028

事業年度 2026 事業区分 前年度事業

政策・施策 政策所管 政策 施策 政策体系・評価書URL

文部科学省 ４個性が輝く高等教育の振興 ４－１大学などにおける教育研究の質の向上

https://www.mext.go.jp/cont
ent/20251028-
mxt_kanseisk01-
000036110_01.pdf

関連事業 -- 主要経費 教育振興助成費 | その他の事項経費

概要・目的
事業の目的

我が国における高齢化や都市部への人口の集中がますます加速する中、現在の死因第一位である「がん」への対応は極めて重要である。地域格差に加え急
速ながん医療の高度化に伴い、新たな課題が浮上してきたことから、がん医療の新たなニーズや急速ながん医療の高度化に対応できる医療人養成を促進す
る。

現状・課題

がんは、我が国の死因第一位の疾患であり、生涯のうちに約２人に１人が、がんにかかると推計されているなど、依然として、国民の生命及び健康にとっ
て重大な問題となっている。このような中で、国が定める第４期がん対策推進基本計画（案）では、全体目標を「誰一人取り残さないがん対策を推進し、
全ての国民とがんの克服を目指す。」とし、全体目標のに、「がん予防」、「がん医療」及び「がんとの共生」に関する分野別目標を定め、これらの３本柱を
支える基盤整備の一つとして、「人材育成の強化」を推進することとしている。

事業の概要

がん医療の新たなニーズや急速ながん医療の高度化に対応できる医療人養成を促進するため、大学間で連携し、大学院レベルの優れた教育プログラム（①
がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材養成、②がん予防の推進を行う人材養成、③新たな治療法を開発できる人材の養成）を開発・提供す
る拠点を支援する。
【補助率：定額補助】

事業概要URL https://www.mext.go.jp/content/20230310-mxt_igaku-000028079_1.pdf

根拠法令 法令名 法令番号 条 項 号・号の細分

がん対策基本法 平成十八年法律第九十八号 第十五条 1 --

関係する計画・
通知等

計画・通知名 計画・通知等URL

がん対策推進基本計画（第４期）（令和５年３月28日閣議決定） https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000183313.html

経済財政運営と改革の基本方針2025（令和７年６月13日閣議決定）
https://www5.cao.go.jp/keizai-
shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2025/decision0613.html

実施方法 補助

補助率等 補助対象 補助率 補助上限等 補助率URL

事業を実施する大学に77,470千円を上限に補助
事業を実施する大学に77,470千円を
上限に補助

77,470千円（年間）
https://www.mext.go.jp/content/20
230412-mxt_igaku-000028078_1.pdf

備考 --



予算・執行

予算額執行額表
（単位：千円）

2023 2024 2025 2026 2027

要求額 969,000 852,697 850,515 850,436 --

当初予算 853,064 850,517 850,515 850,436 --

補正予算 -- -- -- -- --

前年度から繰越し -- -- -- -- --

予備費等 -- -- -- -- --

計 853,064 850,517 850,515 850,436 --

執行額 852,546 850,049 850,061 -- --

執行率 99.9% 99.9% 99.9% -- --

予算内訳表
（単位：千円）

会計区分 会計 勘定 要望額 備考

一般会計 一般会計 -- -- --

予算種別/歳出予算項目 備考 予算額 翌年度要求額

当初予算
一般会計 / 文部科学省 / 文部科学本省 / 高等教育振興費 / 研究拠点形成費
等補助金

-- 850,000 --

当初予算
一般会計 / 文部科学省 / 文部科学本省 / 高等教育振興費 / 研究拠点形成等
委員等旅費

-- 159 --

当初予算
一般会計 / 文部科学省 / 文部科学本省 / 高等教育振興費 / 研究拠点形成等
謝金

-- 142 --

当初予算
一般会計 / 文部科学省 / 文部科学本省 / 高等教育振興費 / 研究拠点形成等
業務旅費

-- 109 --

当初予算
一般会計 / 文部科学省 / 文部科学本省 / 高等教育振興費 / 研究拠点形成等
業務庁費

-- 26 --

主な増減理由 -- その他特記事項 --

効果発現経路
活動・成果目標等のつながり

アクティビティ アウトプット 短期アウトカム 中期アウトカム 長期アウトカム

101: アクティビティ

①がん医療の現場で顕在化して
いる課題に対応する人材、②が
ん予防の推進を行う人材、③新
たな治療法を開発できる人材を
養成する教育プログラムを大…

201: アウトプット

各大学の特色を踏まえた教育プ
ログラム（正規課程）の構築

202: アウトプット

各大学の特色を踏まえた教育プ
ログラム（インテンシブコース）
の構築

301: 短期アウトカム

がん専門医療人材養成プログラ
ムコース（正規課程）修了者数
の増加

302: 短期アウトカム

がん専門医療人材養成プログラ
ムコース（インテンシブコース）
修了者数の増加

501: 長期アウトカム

がん専門医・専門資格取得者の
増加



アクティビティからの発現経路 101-201-301-501

アクティビティ ①がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材、②がん予防の推進を行う人材、③新たな治療法を開発できる人材を養成する教育プログラムを大学間で連携し、開発・提供
を担う拠点を支援する。

アウトプット 活動目標 各大学の特色を踏まえた教育プログラム（正規課程）の構築 活動指標
がん専門医療人材養成に係る教育プログラム・コース（正規課
程）の受講者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

当初見込み／目標値(人) 667 658 676 660 670

活動実績／成果実績(人) 841 791 -- -- --

後続アウトカム
へのつながり

各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コース（正規課程）における修了者数

短期アウトカム 成果目標
がん専門医療人材養成プログラムコース（正規課程）修了者数
の増加

成果指標
各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コース
（正規課程）における修了者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 目標年度
2028年度

当初見込み／目標値(人) 222 333 444 555 661

活動実績／成果実績(人) 288 323 -- -- --

達成率(%) 129.7 97 -- -- --

後続アウトカム
へのつながり

各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コースを修了し、がん専門医・専門資格の新規取得者数

長期アウトカム 成果目標 がん専門医・専門資格取得者の増加 成果指標
各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コースを
修了し、がん専門医・専門資格の新規取得者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 最終目標年度
2028年度

当初見込み／目標値
(人) 31 47 76 100 125 150

活動実績／成果実績
(人) 31 47 76 -- -- --

達成率(%) 100 100 100 -- -- --



アクティビティからの発現経路 101-202-302-501

アクティビティ ①がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材、②がん予防の推進を行う人材、③新たな治療法を開発できる人材を養成する教育プログラムを大学間で連携し、開発・提供
を担う拠点を支援する。

アウトプット 活動目標
各大学の特色を踏まえた教育プログラム（インテンシブコー
ス）の構築

活動指標
がん専門医療人材養成に係るプログラム・コース（インテンシ
ブコース）の受講者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

当初見込み／目標値(人) 819 826 845 844 839

活動実績／成果実績(人) 2,167 2,125 -- -- --

後続アウトカム
へのつながり

各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コース（インテンシブコース）における修了者数

短期アウトカム 成果目標
がん専門医療人材養成プログラムコース（インテンシブコー
ス）修了者数の増加

成果指標
各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コース
（インテンシブコース）における修了者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 目標年度
2028年度

当初見込み／目標値(人) 819 826 845 844 839

活動実績／成果実績(人) 1,004 1,386 -- -- --

達成率(%) 122.6 167.8 -- -- --

後続アウトカム
へのつながり

各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コースを修了し、がん専門医・専門資格の新規取得者数

長期アウトカム 成果目標 がん専門医・専門資格取得者の増加 成果指標
各大学が設定したがん専門医療人材養成プログラム・コースを
修了し、がん専門医・専門資格の新規取得者数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績／目標／見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

次世代がんプロフェッショナル養成プラン　事業計画書、取組
状況調査等

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 最終目標年度
2028年度

当初見込み／目標値
(人) 31 47 76 100 125 150

活動実績／成果実績
(人) 31 47 76 -- -- --

達成率(%) 100 100 100 -- -- --

事業に関連する
KPIが定められて
いる閣議決定等

名前 --

URL --

該当箇所 --



点検・評価

事業所管部局に
よる点検・改善 点検結果

本事業は、「経済財政運営と改革の基本方針2022（令和4年6月7日閣議決定）」に盛り込まれた、「がん専門医療人材の養成」を推進するものであり、国が財
政支援を行いながら強力に推進する必要がある。支出先の選定にあたっては、公募を実施し、第三者委員会で選定することにより、その妥当性や競争性が
確保されることになっている。また、令和８年度（2026年度）は補助期間開始から4年目であるため、中間評価を実施予定としている。

目標年度における効果
測定に関する評価

--

改善の方向性
本事業の実施にあたっては、毎年度の進捗状況・取組実績等を報告書により確認するとともに、事業評価を実施し、評価結果を踏まえた事業内容の改善・
定着、成果の普及・発信を行うこととする。昨年度の外部有識者による点検結果を踏まえ、長期アウトカムに掲げていた修了者数を短期アウトカムに移
し、長期アウトカムには、新たに「がん専門医・専門資格取得者数の増加」に見直す。

外部有識者によ
る点検

点検対象 -- 最終実施年度 2025

対象の理由 --

所見 --

公開プロセス結果概要 --

行政事業レビュ
ー推進チームの
所見に至る過程

及び所見

所見 -- 詳細 --

所見を踏まえた
改善点／概算要
求における反映

状況

改善点・反映状況 --

反映額
会計 勘定 反映額 (千円)

-- -- --

詳細 --

公開プロセス・
秋の年次公開検
証（秋のレビュ
ー）における取

りまとめ

--

その他の指摘事
項

--

支出先
資金の流れ

文部科学省

850,061 千円

間接経費: 61 千円
1. 研究拠点形成等
謝金: 0 千円
2. 研究拠点形成等
委員等旅費: 0 千円
3. 研究拠点形成等
業務旅費: 61 千円
4. 研究拠点形成等
業務庁費: 0 千円

A. 国立大学法人筑波大学
ほか

850,000 千円

支出先の数: 11

各大学がそれぞれの個性や特性

を生かした大学間連携により、

①がん医療の現場で顕在化して

いる課題に対応する人材、②が

ん予防の推進を行う人材、③新

たな治療法を開発できる人材を

養成する。

B. 国立大学法人旭川医科
大学ほか

505,708 千円

支出先の数: 65

申請担当大学と相互に連携し、

地域のニーズに対応する医療人

材を養成する。



支出先上位者リ
スト

（単位：千円）

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

A 国立大学法人筑波大学ほか 850,000 11

各大学がそれぞれの個性や特性を生かした大学間連携により、①
がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材、②がん予
防の推進を行う人材、③新たな治療法を開発できる人材を養成す
る。

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人筑波大学 92,772 5050005005266

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

関東次世代のがん専門医療人養成プラン
補助金等交付
補助金等交付 

92,772 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人九州大学 78,280 3290005003743

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

次世代の九州がんプロ養成プラン
補助金等交付 78,280 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人東京科学大学 76,372 9013205001282

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン
補助金等交付 76,372 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人東海国立大学機構 76,372 3180005006071

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

東海がん専門医療人材養成プラン
補助金等交付 76,372 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人京都大学 76,372 3130005005532

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

高度化・多様化するがん医療を担う人材育成
補助金等交付 76,372 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人大阪大学 74,972 4120905002554

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

地域に生き未来に繋ぐ高度がん医療人の養成
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人東北大学 74,972 7370005002147

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

東北広域次世代がんプロ養成プラン
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人金沢大学 74,972 2220005002604

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

北信のシームレスながん医療を担う人材養成
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人岡山大学 74,972 2260005002575

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

地域をつなぐ未来世代のがん専門医療人養成
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

北海道公立大学法人札幌医科大学 74,972 8430005004986

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由



支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

その他
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

学校法人近畿大学 74,972 2122005000036

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

阪神5大学サステナブルがん人材養成プラン
補助金等交付 74,972 1 -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

B 国立大学法人旭川医科大学ほか 505,708 65 申請担当大学と相互に連携し、地域のニーズに対応する医療人材
を養成する。

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人旭川医科大学 20,242 2450005001797

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

地域に貢献する北海道がんプロ養成プラン
その他(代表大学からの配分) 20,242 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人北海道大学 20,242 6430005004014

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

地域に貢献する北海道がんプロ養成プラン
その他(代表大学からの配分) 20,242 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

公立大学法人大阪 17,809 5120005020803

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

阪神5大学サステナブルがん人材養成プラン
その他(代表大学からの配分) 17,809 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

国立大学法人千葉大学 17,000 2040005001905

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

関東次世代のがん専門医療人養成プラン
その他(代表大学からの配分) 17,000 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

学校法人大阪医科薬科大学 16,859 5120905001893

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

高度化・多様化するがん医療を担う人材育成
その他(代表大学からの配分) 16,859 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人神戸大学 14,238 5140005004060

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

阪神5大学サステナブルがん人材養成プラン
その他(代表大学からの配分) 14,238 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人三重大学 14,184 2190005003044

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

高度化・多様化するがん医療を担う人材育成
その他(代表大学からの配分) 14,184 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人浜松医科大学 13,500 6080405003188

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

東海がん専門医療人材養成プラン
その他(代表大学からの配分) 13,500 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号



支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

学校法人順天堂 13,100 8010005002330

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン
その他(代表大学からの配分) 13,100 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

国立大学法人群馬大学 13,000 9070005001680

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

関東次世代のがん専門医療人養成プラン
その他(代表大学からの配分) 13,000 1 -- --

支出先名 支出額 法人番号

その他 345,534 --

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策／落札率非公開の理由

その他
その他(代表大学からの配分) 345,534 55 -- --

費目・使途
（単位：千円）

 支出先名 契約概要（契約名） 費目 使途 金額

A 国立大学法人筑波大学
関東次世代のがん専門医療人養
成プラン
補助金等交付

物品費（精査中） 設備備品費、消耗品費 31,435

-- -- -- 人件費・謝金（精
査中） 人件費・謝金 37,265

-- -- -- 旅費（精査中） 旅費 7,587

-- -- -- その他（精査中） 外注費、印刷製本費等 17,300

B 国立大学法人旭川医科大学 地域に貢献する北海道がんプロ
養成プラン 物品費（精査中） 設備備品費、消耗品費 9,086

-- -- -- 人件費・謝金（精
査中） 人件費・謝金 82

-- -- -- 旅費（精査中） 旅費 5,534

-- -- -- その他（精査中） 外注費、印刷製本費等 2,488

国庫債務負担行
為等による契約

先リスト
（単位：千円）

契約先名 契約額 法人番号

-- -- --



その他備考

--



測定指標と目標値

・がん専門医療人材養成に係るプログラム・コース（正規課程）受講者数
（R10年目標値：670名）

・がん専門医療人材養成プログラム・コース（インテンシブコース）修了者数
（R10年目標値：839人）

・がん専門医療人材養成プログラム・コース（正規課程）修了者数
（R10年目標値：661人）

インパクト

KPI
④

KPI
②

KPI
①

KPI
③

【次世代のがんプロフェッショナ
ル養成プラン】

R8年度予算額
 約850百万円

対象：11拠点大学
（連携大学 65大学）

事業期間：R5～R10（6年間）

①がん医療の現場で顕在化して
いる課題に対応する人材

②がん予防の推進を行う人材
③新たな治療法を開発できる

人材

を養成する教育プログラムを大
学間で連携し、開発・提供を担
う拠点を支援する。

・各大学の特色を踏まえ
た教育プログラム（正規
課程）の構築

・各大学の特色を踏まえ
た教育プログラム（イン
テンシブコース）の構築

・がん専門医療人材養
成プログラム・コース（イ
ンテンシブコース）修了
者数の増加

・がん専門医療人材養
成プログラム・コース
（正規課程）修了者数の
増加

インプット（資源） アクティビティ（活動内容）
短期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標）
長期アウトカム
（成果目標）

・がん専門医・専門資
格取得者の増加

KPI
①

KPI
②

KPI
③

KPI
⑤

・がん専門医療人材養成に係るプログラム・コース（インテンシブコース）受講者数
（R10年目標値：839人）

・がんの罹患率や死亡率の減少 【誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。】

課題

現状
（現状・課題を示すデータ）
・日本人が一生のうちにがんと診断される確率（令和5年）

男性61.1%、女性50.1%（2人に1人）
・日本人ががんで死亡する確率（令和6年）

男性24.4%（4人に1人）、女性17.2%（6人に1人）
出典：国立研究開発法人国立がん研究センター「がん情報サービス」

・がん薬物療法専門医
令和６年度新規取得者 73人 （取得者合計 1,825人）

・放射線治療専門医
令和６年度新規取得者 45人 （取得者合計 1,440人）

出典：日本専門医制度概報 【令和７年（2025年）度版】

・がんは昭和56年以降、我が国の死因第1位。5年生存率は向上している一方、がん罹患は高齢者に多
く、高齢化に伴い患者数は増加。
・「第４期がん対策基本計画（令和５～１０年度）」国は、関係学会・団体等と連携しつつ、がん医療の現場
で顕在化している課題に対応する人材、がん予防の推進を行う人材、新たな治療法を開発できる人材
等の専門的な人材の育成を推進。

・がん医療が高度化する中で、質の高いがん医療を提供するため、地域の実情に応じ、均てん化を推進
・がん医療の高度化・専門分化に対応できる人材が不足。

・大学院レベルの優れた教育プログラムを開発し、大学間連携による拠点を形成・支援。
・がん医療の新たなニーズや急速ながん医療の高度化に対応できる医療人を全国に輩出。

本事業の
目的

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」ロジックモデル （R８年度予算額：850百万円）

（関連施策）
・第4期がん対策推進基本計画
（令和５年３月２８日 閣議決定）

KPI
④

・がん専門医・専門資格取得者数 （6年間の新規取得者の人数）
(R10年目標値：のべ150名)

KPI
⑤

優秀な
がん専門
医療人材
を全国に
輩出



 事業実施期間：令和５年度 ～ 令和10年度
 件数・単価：11拠点 × 約77百万円
 選定大学（代表校）
東北大学、筑波大学、東京科学大学、金沢大学、名古屋大学、
京都大学、大阪大学、岡山大学、九州大学、札幌医科大学、近畿大学

 がんの罹患率や死亡率の減少
【誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国
民とがんの克服を目指す。】

 【短期】がん専門医療人材養成プログラムコース
修了者数の増加

 【長期】がん専門医・専門資格取得者の増加

次世代のがんプロフェッショナル養成プラン

我が国における高齢化や都市部への人口の集中がますます加速する中、現在の死因第一位である
「がん」への対応は極めて重要である。地域格差に加え急速ながん医療の高度化に伴い、医療現場で
顕在化した課題やがん予防の推進、新たな治療法の開発等の課題が浮上してきたことから、がん医療
の新たなニーズや急速ながん医療の高度化に対応できる医療人養成を促進する必要がある。これらの
状況を踏まえたがん専門医療人材を養成するため、優れた教育プログラムを開発し、大学間で連携し、
開発・提供を担う拠点を支援する。

背景・課題

○「第4期がん対策推進基本計画（令和5年度～令和10年度）」を推進するため、
大学院レベルにおける教育プログラムを開発・実践する拠点形成を支援

   (大学間で連携し、①～③のプログラムを開発・提供し、人材養成の拠点を形成)
①がん医療の現場で顕在化している課題に対応する人材養成（痛みの治療・ケア、
地域に定着する放射線治療医・病理診断医、がん学際領域を担う人材）
②がん予防の推進を行う人材養成（医療ビッグデータに基づくがん予防医療、
がんサバイバーに対するケアを担う人材）
③新たな治療法を開発できる人材の養成（個別化医療・創薬研究を担う人材）

がん医療の新たなニーズや高度化に対応できる医療人を全国に輩出

 各大学の特色を踏まえた教育プログ
ラムの構築

アウトプット(活動目標） アウトカム(成果目標) インパクト(国民・社会への影響）、目指すべき姿

（出典)：令和２年度人口動態統計(速報値)

事業内容
【イメージ】

【Y大学】

○①～③の人材を養成
○教育プログラムの共同開発や
課題解決の事例提供

B拠点

【β大学】

A拠点

【α大学】

【X大学】
①がん学際領域を担う人材の養成

・教育プログラムの提供
・プログラムの評価

②医療ビッグデータに基づくがん予防
医療を担う人材の養成

共同で新たな
がん医療を提
供できる能力
を身に付けた
医療従事者
を養成

連携

1 悪性新生物（腫瘍） 378,385

2 心疾患 205,596

3 老衰 132,440

4 脳血管疾患 102,978

5 肺炎・誤嚥性肺炎 121,196

6 その他 106,748

1,372,755死亡者数計

③個別化医療研究を担う人材の養成

連携

【政府提言】第4期がん対策推進基本計画（令和5年度～令和10年度）
国は、関係学会・団体等と連携しつつ、がん医療の現場で顕在化している課題に
対応する人材、がん予防の推進を行う人材、新たな治療法を開発できる人材等の
専門的な人材の育成を推進する。

（担当：高等教育局医学教育課）

令和8年度予算額 9億円
（前年度予算額 9億円）



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」拠点大学等マップ

【参画大学】11拠点76大学



第４期 がん対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定）概要



大阪大学（京都府立医科大学、和歌山県立医科大学、奈良県立医科大学、兵庫県立大学、森ノ宮医療大学）

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」拠点校（大阪大学）の取組内容等 1/2



大学院生、地域の医師・看護師・コメディカルへの充実した履修機会の提供 ＝ 地域に根ざす「がん専門医療人」の増加

大阪大学（拠点大学） ／ 京都府立医科大学 ／  和歌山県立医科大学 ／ 奈良県立医科大学 ／ 兵庫県立大学／ 森ノ宮医療大学

課題① 医療現場で顕在化する問題解決   課題② がん予防 課題③ 新たな治療法

６大学の連携を強化して、教育内容の相互補完と均てん化を推進



 遺伝性腫瘍コーディネーターへの連携
 横断的なInterdisciplinary Research人材育成
 ｹﾞﾉﾑ情報を用いたがん医療、医療ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀに

基づく個別化医療、がん予防推進能力を強化

兵庫県立大学奈良県立医科大学和歌山県立医科大学

個別化医療に対応できるがん看護
高度実践看護コース

新たなケアモデル開発者養成コース

総合腫瘍医養成コース（放射線治療専門医）

総合的がんスタッフ養成コース１
放射線治療専門技師・物理士 (博・前)

総合的がんスタッフ養成コース２
放射線治療専門技師・物理士 (博・後)

がん薬物治療専門医・研究者養成コース

緩和医療専門医養成コース

薬物療法専門医養成コース

がん医療ビッグデータ利活用ベーシックコース

がん看護専門看護師養成コース

がんリハビリテーション看護 インテンシブコース

専門的がん疼痛治療の実践と緩和ケア体制
構築の要となる緩和ケア専門医育成コース

陽子線を含む放射線治療専門医育成コース
インテンシブ: 陽子線治療を含めた
                   放射線治療能力開発コース

高度実践がん看護専門看護師コース

小児新規免疫療法開発者育成コース

腫瘍内科先端研究者育成コース

京都府立医科大学

 終末期医療分野が充実
 地域に常在する放射線治療医の養成

 がん予防推進と新しい治療法の開発
・次世代医療研究センター

がんサバイバー終末期医療

 地域に常在する放射線治療医の養成
陽子線治療（附属研究センター）

 がん薬物治療専門医・研究者養成コースを
新設（新規がん治療）

既に70名を越える専門看護師を輩出

創薬
放射線治療 陽子線治療 薬物療法

がんサバイバー

がん予防

終末期医療を担う医師、看護師：がん患者の痛み(麻酔、放射線）、精神的ケア、在宅医療

学際的領域を管理する医師：腫瘍循環器・腎臓病学、老年腫瘍学、口腔ケア

地域に常在する病理医、放射線治療医

粒子線及び核医学治療を推進する医師、医学物理士

CAR-T, 免疫療法を担う医師、薬剤師

大阪大学

 医学、歯学、薬学、看護学等網羅的な教育システム
 学域を越えて参加できる履修制度
 地域に常在する放射線治療医の養成

がんサバイバー終末期医療 創薬

ビッグデータに基づくがん予防

未発症者に対する先制医療（婦人科、乳腺外科）

認定遺伝カウンセラー、臨床遺伝専門医

がんサバイバーの再発、身体・精神的・社会的ケア

個別化医療, 創薬・治療法を開発する人材

①-Ⅱ

①-I

①-Ⅲ

①-Ⅳ

②-Ⅱ

②-I

②-Ⅲ

②-Ⅳ

③-Ⅱ

③-I

1

3

4

3

2

2

2

2

1

1

5

3

5      インテンシブコース  

放射線治療 陽子線治療がん看護

大学院生、地域の医師・看護師・コメディカルへの充実した履修機会の提供 ＝ 地域に根ざす「がん専門医療人」の増加

終末期医療

遺伝性がん

1

がん看護専門看護師の養成

 チーム医療  多職種によるキャンサーボード

1

全国eラーニング教育を通じて
全国の医療人教育に役立てる

がん看護がん看護

創薬

遺伝性がん 薬物療法

薬物療法

森ノ宮医療大学

インテンシブコース

終末期医療

理学療法士養成

鍼灸師養成

作業療法士養成

看護師養成

 地域に常在する病理医の養成

病理診断科育成コース

終末期医療 がん看護

創薬放射線治療 陽子線治療

薬物療法

終末期医療 がん看護 放射線治療 陽子線治療 病理医

薬物療法創薬
ビッグデータ/がん予防

遺伝性がん がんサバイバー

ビッグデータ/がん予防

ビッグデータ/がん予防

１５ ２４ ４ ２

１

全５０コース (正規41、インテンシブ9）

26正規課程コース

「地域に生き未来に繋ぐ高度がん医療人の養成」  (令和5年度〜令和10年度)
関西６大学の連携によって各大学の強みを集約した高度かつ専門性の高い教育システムを構築し、次世代のがんプロフェッショナルを養成する

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」拠点校（大阪大学）の取組内容等 2/2



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」事業の実施方法等について 1/2

文部科学省
補助金交付

・
依頼・照会等

実績報告

全体統括とマネジメント 連携大学の進捗管理、予算配分、運営委員会の実施

文部科学省との窓口 実績報告、事業評価対応の一括実施

共通教育の基盤構築 e-ラーニングシステムの統括、合同セミナー・カンファレンスの
企画運営

カリキュラム開発の主導 大学・職種を横断する専門コースのデザイン

外部・他拠点との連携 地域病院、自治体、他エリアの拠点との交渉窓口

【主な役割】

予算配分
・

依頼・照会等

実績報告

自校の強みを活かした教育プログラムの開発・実施

共同プログラムへの学生の送り出し

【主な役割】

全国がんプロ協議会

※拠点校は連携校に記載した役割も担う

連携事業

部会

全国がんプロ協議会ホームページの運営

全国がんプロ協議会総会等の開催
他団体への参画・協力
全国がんプロ教育共同フォーラムの開催
全国e-ラーニング聴講サービスの提供

緩和医療部会、ゲノム医療部会、学際領
域部会

※大学の垣根を越えて活動し、各部会による人材養成を目指す

広報活動（市民、マスコミへの発信）

※九州大学において運営

拠点校 全体の司令塔

連携校 各専門領域の担当



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」事業の実施方法等について 2/2

【point】

●複数の大学がチームを組む「１１の拠点（ネットワーク）」を形成し、均てん化に向けて
全国を網羅

●各大学が個別にeラーニングシステムを開発するのではなく、筑波大学が一括して運
用し、拠点内の代表校・連携校が教育リソースをシェア

●１拠点あたり、基準額を約7,700万円に設定し、複数の大学院（医系のみならず、薬学、
看護など含む）やがん専門病院等が連携することで、最先端の教育環境を学生に提供

●多職種連携（チーム医療）と多様なコース設計（効率性・効果性）を実施し、医師だけを
育てるのではなく、看護師、薬剤師、医学物理士など、がん医療に関わるあらゆる職種が
対象

●インテンシブコース（１年程度）を活用し、大学院の正規課程だけではなく、現役の医療
人をバージョンアップする短期リカレント教育（学び直し）コースを多数設置。

●地方の大学が拠点に入ることで、最先端のがん医療に係る教育を地元で受けることを
実現。これにより、優秀な医療人材が都市部へ流出するのを防ぎ、地方のがん医療水準
の底上げを目指す。



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」実績 1/4

大学名 目標値 成果実績 達成率

東北大学 88 102 116%
筑波大学 236 340 144%

東京科学大学 148 178 120%
金沢大学 70 103 147%

名古屋大学 164 209 127%
京都大学 76 81 107%
大阪大学 170 305 179%
岡山大学 202 381 189%
九州大学 132 194 147%

札幌医科大学 60 97 162%
近畿大学 86 52 60%
合計 1,432 2,042 143%

＜正規課程＞

大学名 目標値 成果実績 達成率

東北大学 66 77 117%
筑波大学 47 42 89%

東京科学大学 58 59 102%
金沢大学 30 31 103%
名古屋大学 32 32 100%
京都大学 65 74 114%
大阪大学 124 123 99%
岡山大学 74 76 103%
九州大学 54 54 100%

札幌医科大学 26 27 104%
近畿大学 71 73 103%

合計 647 668 103%

＜正規課程＞

大学名 目標値 成果実績 達成率

東北大学 177 331 187%
筑波大学 66 70 106%

東京科学大学 620 1023 165%
金沢大学 121 641 530%

名古屋大学 98 207 211%
京都大学 26 30 115%
大阪大学 142 620 437%
岡山大学 230 972 423%
九州大学 259 1582 611%

札幌医科大学 46 50 109%
近畿大学 86 178 207%
合計 1,881 5,704 303%

＜インテンシブコース＞

大学名 目標値 成果実績 達成率

東北大学 49 49 100%
筑波大学 10 10 100%

東京科学大学 61 55 90%
金沢大学 37 35 95%
名古屋大学 20 18 90%
京都大学 11 11 100%
大阪大学 25 24 96%
岡山大学 29 29 100%
九州大学 31 29 94%

札幌医科大学 6 6 100%
近畿大学 33 34 103%
合計 312 300 96%

＜インテンシブコース＞

■履修者数 目標値と実績（令和５～７年度）

■教育プログラム・コース数 目標値と実績（令和５～７年度）



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」実績 2/4
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■正規課程修了者
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＜正規課程＞ ＜インテンシブコース＞
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R5 R6 R7

42
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142 142

達成率
100％

達成率
104％

達成率
113％

達成率
64％

達成率
102％

達成率
100％

■教育プログラム・コース数
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「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」実績 3/4

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

目標値 実績 目標値 実績 目標値 実績 目標値 実績

R5 R6 R7 R5～７

226

1,412 

819

2167

826

2125
1871

5704

達成率
163％

達成率
415％

達成率
123％

■インテンシブコース修了者■インテンシブコース履修者

達成率
257％

達成率
625％

達成率
265％

達成率
305％

達成率
176％

全１４９種、７９８人

■修了者（正規課程・インテンシブコース）の主な専門医等取得状況（R5～７年度実績）

※下線は医師以外の専門資格



0 712 1424
系列1

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」実績 4/4

臨床
（80.4％）

研究
(2.8%)

その他
(16.8%)

合計

大学病院市中病院
がん専門
病院

クリニッ
ク・診療

所

留学
・在外

訪問看護
ステー
ション

その他 研究機関 その他 不明

2,264 567 121 120 10 21 51 109 246 412 3,921

57.7% 14.5% 3.1% 3.1% 0.3% 0.5% 1.3% 2.8% 6.3% 10.5% 100.0%

■正規課程・インテンシブコース修了者就業先 ■正規課程・インテンシブコース修了者就業先（地域）
修了者



東北拠点がんプロ修了者アンケート結果（抜粋）



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」課題と成果

■正規課程 ＞＞ 【課題】 修了者の増加に向けた取組への対応

■インテンシブコース ＞＞ 【成果】 受入学生数が目標以上となっている要因

九州大学
・独自ホームページの作成など広報活
動を強化。
・修学支援を継続し、更なる修了者増加
を目指す。

札幌医科大学

・研究クラスターの活用により、基礎から
臨床まで一貫した研究指導体制を強化。

東北大学

・標準修業年限内での修了促進に向け
た指導体制の充実。

東京科学大学
・社会的ニーズの高まり
（がん医療の高度化やがんゲノム医療の普及に伴い
専門的知識かつ、がん医療の現場課題に対応でき
る能力の涵養）

・e-learningを中心とした利便性
（柔軟な履修体制により、地域や勤務状況に応じた
参加しやすさ）

大阪大学

・対面講義に加え、「メディカルサロン」
などのオンデマンド型教育コンテンツを
導入。多様な専門家による講義を、より
多くの学生が幅広く聴講。

九州大学
・病院全体のコンセンサスを得て、イン
テンシブコースの受講を全職員に呼び
かけ、オンデマンド型受講を導入したた
め、受講者が増加。オンデマンド型の
ため、重複履修が可能であり、教育効
果も上がっている。

名古屋大学

・がん遺伝子パネル検査の普及等に伴
い志願者が増加。
・資格取得者を継続的に輩出している
ことから、教育効果も良好に発揮。

札幌医科大学

・臨床に役立つ知識やがん医療に関す
る最新の知見を得られるものとなって
おり、特にがんゲノム医療に関する講
義は受講者から高い評価を得ている。
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「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」長期アウトカムの考え方

長期アウトカム： がん専門医・専門資格取得者の増加

R4の実績から毎年８名が取得すると推計

本事業により
約３倍を目指す

正規課程修了者の医師のうち、がん薬物療法専門医、放射線治療専門医、乳腺専門医を
取得した者

●３つの資格に限定した理由

多様ながん専門医等の資格がある中で、全体的傾向が把握可能
で、事業成果のインパクトとして説明が可能な３資格に限定。

※一般社団法人日本専門医機構が、毎年の「日本専門医制度概報」の中で専門医資格の受験者・合格者数
等を公表

●令和１０年度の目標値を累計「１５０名」とした根拠

令和７年度までの実績を各拠点校等から聴取すると、令和７年度
時点で７６名（年平均２５名）。長期アウトカムとしては、自然増の５６
名（推計）の約３倍となる１５０名と設定。

実施年度 受験者数 合格者数 合格率

R4年度 118 102 86.4％

R5年度 98 77 78.6％

R6年度 92 73 79.3％

出典：「日本専門医制度概報（令和７年度版）」（一社）日本専門医機構

がん薬物療法専門医

実施年度 受験者数 合格者数 合格率

R4年度 66 61 92.4%

R5年度 61 53 78.6％

R6年度 47 45 95.7%

放射線治療専門医

実施年度 受験者数 合格者数 合格率

R4年度 133 107 80.5％

R5年度 134 109 81.3%

R6年度 117 98 83.8%

乳腺専門医

（参考）事業貢献度（イメージ） ⇒ 令和１０年度までに約１０％のインパクト

R４ R5～R10

がんプロ拠点校・連携校（A） 8 150

全体合格者数
（がん薬物療法・放射線治療専門医・乳腺専

門医）（B）
270 (推計）1,620

がんプロ貢献度（A）/（B） 3.0% 9.3%

がん薬物療法・放射線治療専門医・乳腺専門医新規取得目標について（拠点・連携校）

（人）

※全体合格者数は令和４年度実績を６倍（事業期間）に単純計算したものを令和５～10年度の推計値として使用

※R4実績の８名は、各拠点校・連携校に聴取した結果（把握している限り）
※R5からR７は実績値（各拠点校等から聴取）、R8以降は目標値（文科省設定）



医学部卒業

（６年間）

初期臨床研修

（２年間）

• 医師免許取得後のベース作り

基本領域の

専門研修・専攻医

（３～５年間）

サブスペシャリティ
領域（がん専門）の

研修

（２〜３年間）

専門医資格を取得するまでの道のり例（医師）

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」のターゲット

●正規課程や連携プログラムで高度な知識を修得
●造血器、呼吸器、消化管、乳房など「必須4領域」を含む幅広いがん種の臨床
●腫瘍学に関する論文発表・学会発表などの研究業績の積み上げ

「基本専門医」
※５年毎更新

「サブスペシャリティ領域専門医」
※５年毎更新

試験

試験

区分 専門医名称

基本領域専門医
（１９）

内科専門医、小児科専門医、皮膚科専門医、精神科専門医、外科専門医、整形外科専門
医、産婦人科専門医、眼科専門医、耳鼻咽喉科専門医、泌尿器科専門医、脳神経外科専
門医、放射線科専門医、麻酔科専門医、病理専門医、臨床検査専門医、救急科専門医、
形成外科専門医、リハビリテーション科専門医、総合診療専門医

サブスペシャリティ領域

（２９）

消化器病専門医、循環器専門医、呼吸器専門医、血液専門医、内分泌代謝科専門医、糖
尿病専門医、腎臓専門医、肝臓専門医、アレルギー専門医、感染症専門医、老年科専門
医、神経内科専門医、リウマチ専門医、消化器内視鏡専門医、がん薬物療法専門医、消
化器外科専門医、呼吸器外科専門医、心臓血管外科専門医（胸部外科学会・心臓血管外
科学会・血管外科学会 3 学会構成）、小児外科専門医、乳腺専門医、内分泌外科専門医、
放射線診断専門医、放射線治療専門医、放射線カテーテル治療専門医、集中治療科専門
医、脊椎脊髄外科専門医、新生児専門医、小児循環器専門医、小児神経専門医

・がん薬物療法専門医
・放射線治療専門医
・乳腺専門医 等

専門医資格取得サポート（九州大学）

令和6年度は3名支援し全員、
がん薬物療法専門医に合格

履修証明書
発行（各大学）

出典：「日本専門医制度概報（令和７年度版）」（一社）日本専門医機構



【専門医到達目標】
１）臨床腫瘍学を中心に、がんの基礎医学、臨床薬理学、緩和医療学を修得し、当学会が別に定める書類審査、筆記試験および面接試験による
資格審査を受け、日本専門医機構によるがん薬物療法専門医の認定を取得する。
２）臓器横断的にがん薬物療法を修得した上で、患者の病態や社会背景にも配慮した質の高いがん医療を実践する。
３）診療科・職種横断的チームのなかでリーダーシップを発揮する。
４）がん治療に関するコンサルテーションやセカンドオピニオンに適切に対応する。
５）科学的な研究手法と論理的な思考を学んだうえで積極的に臨床試験を立案、推進、実践する。
６）人材育成と教育環境の整備に取り組むことにより、臨床腫瘍学の発展に貢献する。

【申請資格】
①申請時において医師国家試験合格後２年の初期研修、その後３年の基本領域専門研修の修了と３年の本カリキュラムに則った臨床研修を
行っており、がん治療に関する十分な業績がある。ただし、基本領域専門研修との連動研修が、合計１年間、２年間、あるいは３年間ある場合に
は、基本領域の専門研修と重複しないがん薬物療法専門研修期間は各々２年、１年、あるいは０年となる。
②各科の基本となる学会の認定医あるいは専門医の資格を有していること。
③当学会の認定研修施設において自ら経験した受け持ち患者（入院・外来は問わない）で、化学療法を実施した 90 症例のリストを J-OSLER-
Oncol. に登録し、資格審査委員会に提出する。ただし、初期研修中の経験症例は対象外とする。
④総数 30 症例の詳細を指定書式の「病歴要約」にまとめて報告する。受持患者は、造血器、呼吸器、消化管、肝・胆・膵、乳房、婦人科、泌尿器、
頭頸部、骨軟部、皮膚、中枢神経、胚細胞、小児、内分泌、原発不明の腫瘍の 15 領域から選択し、30 症例の内訳は、１領域あたり 20 例を上限
とし、造血器、呼吸器、消化管、乳房から各３例ずつ、計 12 例を必ず含むものとする。なお、婦人科、泌尿器、頭頸部を含むことが望ましい。病歴
要約には、剖検症例を含むことが望ましい。剖検を行った症例は、剖検報告書（写）を J-OSLER-Oncol. に添付し臨床経過を記載する中で触れる。
支持療法、緩和医療（サイコオンコロジーを含む）については、これらが患者ケアの中で重要な位置を占める例については臨床経過を記載する中
で触れる。
⑤申請時から遡って過去３年間に、当学会の主催する教育セミナー（A セッション、B セッション双方を含む）に２回以上出席していること。
⑥申請時において臨床腫瘍学に関連した論文１編（共著可）、および当学会での発表１編以上（共著可）を行っていること。

【試験内容】
書類審査（病歴要約含む）、筆記試験（MCQ、全 200 問）、面接試験

【更新関係事項】
・５年毎の更新制
・５年間引き続き学会に所属、がん薬物療法を継続
・５年間に 50 単位の業績を取得（学会主催の年次総会もしくは教育セミナーへの２回以上
の出席）を含む

・更新試験に合格 出典：「日本専門医制度概報（令和７年度版）」（一社）日本専門医機構，日本緩和医療学会HP，日本臨床腫瘍学会HPを参考して文科省にて作成

文部科学省がんプロフェッショナル養成プラン受講者は在学中
に資格試験の受験が認められている。
ただし、必要とする研修年限が5年に満たない場合は、卒業年
の次の年の3月まで本学会認定研修施設における研修が必須

（参考）緩和医療専門医（申請資格抜粋）
５年以上の緩和医療の臨床経験を有する者または「がんプロ
フェッショナル養成プラン緩和医療専門医コース」を修了した者
または19基本領域学会専門医資格を取得した者

（参考）がん薬物療法専門医制度について



「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」今後の取組

“患者さんを診
て気づく力”は
むしろ重要に
なるのでは

医師に必要な
スキルな何か

臨床試験は
どう変わるか

大学院教育は
どう変わるべ

きか

AIで
がん治療を
どう変えら
れるのか

企業や社会実
装をどう教育
に組み込むか

RWD/ePROは
どう変わるの

か

（※）
RWD・・・リアルワールドデータの略。日常の実臨床の中で得られる医療データの総称
ePRO（electronic Patient Reported Outcomes） ・・・ マートフォンやタブレット端末を使い、患者が自身で健康状態を記録

AIで何が代替
できるのか



測定指標と目標値

・がん専門医療人材養成に係るプログラム・コース（正規課程）受講者数
 （R10年目標値：670名）

・がん専門医療人材養成プログラム・コース（インテンシブコース）修了者数
 （R10年目標値：839人）

・がん専門医療人材養成プログラム・コース（正規課程）修了者数
（R10年目標値：661人）

インパクト

KPI④

KPI②KPI①

KPI③

【次世代のがんプロフェッショナ
ル養成プラン】

R8年度予算額
約850百万円

対象：11拠点大学
（連携大学 65大学）

事業期間：R5～R10（6年間）

①がん医療の現場で顕在化し
ている課題に対応する人材

②がん予防の推進を行う人材
③新たな治療法を開発できる

人材

を養成する教育プログラムを
大学間で連携し、開発・提供を
担う拠点を支援する。

・各大学の特色を踏ま
えた教育プログラム（正
規課程）の構築

・各大学の特色を踏ま
えた教育プログラム（イ
ンテンシブコース）の構
築

・がん専門医療人材養
成プログラム・コース
（インテンシブコース）
修了者数の増加

・がん専門医療人材養
成プログラム・コース
（正規課程）修了者数の
増加

インプット（資源） アクティビティ（活動内容）
短期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標）
長期アウトカム
（成果目標）

・がん専門医・専門
資格取得者の増加

KPI①

KPI②

KPI③

KPI⑤

・がん専門医療人材養成に係るプログラム・コース（インテンシブコース）受講者数
（R10年目標値：839人）

・がんの罹患率や死亡率の減少 【誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。】

課題

現状
（現状・課題を示すデータ）
・日本人が一生のうちにがんと診断される確率（令和5年）

男性61.1%、女性50.1%（2人に1人）
・日本人ががんで死亡する確率（令和6年）

男性24.4%（4人に1人）、女性17.2%（6人に1人）
出典：国立研究開発法人国立がん研究センター「がん情報サービス」

・がん薬物療法専門医
令和６年度新規取得者 73人 （取得者合計 1,825人）

・放射線治療専門医
令和６年度新規取得者 45人 （取得者合計 1,440人）

出典：日本専門医制度概報 【令和７年（2025年）度版】

・がんは昭和56年以降、我が国の死因第1位。5年生存率は向上している一方、がん罹患は高齢者に
多く、高齢化に伴い患者数は増加。
・「第４期がん対策基本計画（令和５～１０年度）」国は、関係学会・団体等と連携しつつ、がん医療の現
場で顕在化している課題に対応する人材、がん予防の推進を行う人材、新たな治療法を開発できる
人材等の専門的な人材の育成を推進。

・がん医療が高度化する中で、質の高いがん医療を提供するため、地域の実情に応じ、均てん化を推進
・がん医療の高度化・専門分化に対応できる人材が不足。

・大学院レベルの優れた教育プログラムを開発し、大学間連携による拠点を形成・支援。
・がん医療の新たなニーズや急速ながん医療の高度化に対応できる医療人を全国に輩出。

本事業の
目的

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」ロジックモデル （R８年度予算額：850百万円）

（関連施策）
・第4期がん対策推進基本計画
（令和５年３月２８日 閣議決定）

KPI④

・がん専門医・専門資格取得者数 （6年間の新規取得者の人数）
(R10年目標値：のべ150名)

KPI⑤

優秀な
がん専門
医療人材
を全国に
輩出



2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

99.5 97.7 98.1 99.9 94.5 98.9 99.1 99.3

○がん罹患者数の推移（実績値）
（万人）

○がん罹患者数の将来推計

2025年 2030年 2035年 2040年

102.5 104.6 105.5 105.5

（万人）

がん罹患率は加齢とともに上昇するため、高齢化の進行に伴い、がん罹患者数は、2040年に105.5万人と、2025年の102.5万人と比べ
て３％増加することが推計。

出典：「2040年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に関するとりまとめ」（令和7年8月1日厚生労働省「がん診療提供体制のあり方に関する検討会」）

0.2 0.2 0.2

24.4 24.6 23.9 21.4

0.2

19.7

0.2

18.6

0.1

25.5 24.2 25.8 28.6 28.6
24.9

34.6 35.0 30.5 29.6 32.0
35.8

17.8 20.6 25.1 25.8 24.6 24.8
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

85歳～

75歳～84歳

65歳～74歳

15歳～64歳

0歳～14歳

（単位：万人）

102.5 104.6 105.5 105.5 105.1 104.3

出典：全国がん登録のがん罹患率データ（２０１7－2021年）、国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口（2020-2054年）を用いて国立がん研究センターにおいて作成

（参考）がん罹患者数の推移と予測



出典：「2040年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に関するとりまとめ」（令和7年8月1日厚生労働省「がん診療提供体制のあり方に関する検討会」）

●手術療法は、2040年に向けて需要が95%に減少する一方で、日本消化器外科学会に所属する医師数は60%まで減少することが予測され、
2040年の需要に対して、0.52万人不足すると予測。

●放射線療法は、2040年に向けて需要が124%に増加する一方で、放射線治療専門医数は、需要の増加を上回り、143%まで増加すること
 が予測されておりますが、今後この予測通りいくのか注視が必要。

●薬物療法は、2040年に向けて需要が115%に増加する一方で、薬物療法は、薬物療法専門医のほか、必ずしも薬物療法専門医ではない
 他の診療科の専門医によっても提供されているため、現状、薬物療法を何人の医師が提供し、2040年に向けてどのように変化するか
 、定量的に評価することは困難。しかしながら、薬物療法の需要はさらに増加することが見込まれており、薬物療法の担い手が
 確保できないことが懸念。

手術療法 放射線療法 薬物療法

2025年
2040年見込み
（2025年比）

2025年
2040年見込み
（2025年比）

2025年
2040年見込み
（2025年比）

初回治療
受療者数 （万人）

46.5 44.0 (95％) 10.5 13.0 (124％) 30.3 34.7 (115％)

医師数 （万人） 1.52 0.92 （60.5％）
※１

0.14 0.20 (143％)
※２

-
※５

-
※５

必要医師数 （万人） - 1.44
※３

- 0.17
※４

- -
※５

医師の過不足数
（万人)

- 0.52不足
※６

- 0.03充足
※７

- -
※５

※１：がん患者に対する手術療法は多くの診療科で提供されているが、2022年の医師・歯科医師・薬剤師統計において、消化器外科医は外科医の約７割を占めていることに加え、近年特に減少が著しいため、本項目
は日本消化器外科学会に所属する医師数を対象とした。日本消化器外科学会においては、平均入会者数は毎年500人程度である。一方で、定年に達する人数は毎年 440～500人程度、中途退会者数は毎年450人
程度と推計され、65歳以下の医師は毎年約400人減少すると推計され、現状の傾向に変化がなければ、65歳未満の日本消化器外科学会に所属する医師数は、2040年に0.92万人まで減少（2025年比で39％減少）
すると推計される。なお、2020年に日本消化器外科学会専門医の取得条件が変更になり、2015年から 2024年の日本消化器外科学会の専 門医数を一定の基準で継続的に計上できないため、専門医数ではなく、
日本消化器外科学会に所属する医師数を記載。

※２：放射線治療専門医数は、新規専門医取得者数から引退者数を減算すると、毎年約40名増加することが推計され、現状の傾向に変化がなければ、放射線治療専門医数は、2040年に0.2万人まで増加（2025年比で
43％増加）すると推計される。

※３：2040年の手術療法の需要に対応するために必要な日本消化器外科学会に所属する65歳以下の医師数を次の通り機械的に算出した。（1.52万人（2025年の医師数）✕95％（2025年比の2040年の手術療法の需要

見込み）＝1.44万人）

※４：2040年の放射線療法の需要に対応するために必要な放射線治療専門医数を次の通り機械的に算出した。（0.14万人（2025年の専門医数）✕124％（2025年比の2040年の放射線療

法の需要見込み）＝0.17万人）
※５：薬物療法は、様々な診療科の医師が提供しているため、定量的に提供者の数を算出することが困難であるため空欄とした。
※６：0.92万人（2040年に日本消化器外科学会に所属する65歳以下の医師数の見込み）－1.44万人（2040年に必要な日本消化器外科学会に所属する65歳以下の医師数）＝－0.52万人

※７：0.20万人（2040年の放射線治療専門医の見込み）－0.17万人（2040年に必要な放射線治療専門医の見込み）＝＋0.03万人

（参考）がん医療における３大療法の需給推計



PJ3

動画配信サーバー

学生

教員

教務・事務
1.学生、教員のID登録、管理
2. 拠点・大学・学部・個人ごとに
異なるコース、科目の設定
3. 講義コンテンツ アップロード
4. 視聴履歴 アップロード

教員へ講義登録案内
科目構成調整

教務へ 学内展開アドバイス
運用支援

チュートリアル・デモ説明会

筑波大
がんプロ
事務局

筑波大学で一括して運用 （地方でも都市部と同水準の高度な教育を提供）

大学毎に専用URLからアップロードコン
テンツデータ共有

LMS (学習管理システム）

1. 拠点・大学・学部・個人ごとに異なる
コース、科目の表示
2. 要求された動画の表示
3. 視聴履歴の記録

（参考）全国がんプロ・オンライン教育プラットホーム（運用支援体制）

筑波大システム開発・
システムマネージ部門



①②③の３ テーマに対する がんプロオンライン教育 科目構成

①-1緩和医療、痛み

①-2 がん関連学際領域

①-３放射線

①-4 病理

②-2 がん予防

②-1 がんデータ科学

②-3 遺伝性腫瘍 ③-3 がん免疫療法

③-1医薬品・医療機器開発の進め方

③-２がん診断・治療イノベーションの
実際

“現場顕在化課題”
ジュークボックス

テーマ

1
“がん予防”

ジュークボックス

テーマ

2
“新たな治療”

ジュークボックス

テーマ

3

全ての講義項目に一つ以上の講義コマが収納されている 278講義

公開済講義数：137講義 公開済講義数：69講義公開済講義数：72講義

（参考）全国がんプロ・オンライン教育プラットホーム（提供内容）



（参考）がんチーム医療（多職種連携）のイメージ

それぞれの分野の専門家がチームで患者とその家族を支援

日常生活を
取り戻す

経済面の
支援をする

治療法の
選択を
助ける

痛みを
取り除く

患者・その家族

薬剤師

リハビリ
専門職

看護師
医師

栄養
管理士

カウンセラーソーシャル
ワーカー

出典：がん教育推進のための教材 補助教材（文部科学省）


